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発生日時 事故当事者 元請け

年齢性別 － 職種

改善策

通行車両への飛散防止対策を講じ、堤防裏法面を肩掛式草刈機で除草を行っていたところ、防護範囲外に飛び
石した事で、施工終端部で堤防と交差する一般地方道を走行していた車両（軽自動車）の助手席側の窓ガラスを
破損させた

事故状況図

・保全対象が複数方向に存在する箇所で、飛び石を発生させ、防護範囲外に飛散させた

・草刈機使用時は作業方向を遵守し、飛散防護工の対策効果が得られない恐れがある場合は、手鎌、揺動式肩
掛け式草刈機、バリカン式ハンドガイド等の機種を使用する

・「九州地方整備局草刈機運転作業安全基準(案)〔河川部〕」を遵守する

・管内出張所の主任監督員を通じて事故事例を情報提供し、再発防止の指導徹底を図った
・安全協議会等で事故事例を活用し、上記改善策と設計図書等の明示事項を徹底させる

類似工事（他工事）へ活用でき
る対策等

改善策等

事故原因等

事故概要

事故種類

一般車両の窓ガラス破損被災程度（全治）

事故区分

一般事故

公衆災害 －

平成25年10月10日 11時00分

・草刈機使用時は作業方向を遵守し、飛散防護工の対策効果が得られない恐れがある場
合は、手鎌、揺動式肩掛け式草刈機、バリカン式ハンドガイド等の機種を使用する

・「九州地方整備局草刈機運転作業安全基準(案)〔河川部〕」を遵守する

助手席窓ガラス破損



発生日時 事故当事者 １次下請け

年齢性別 38歳男性 職種

事故概要

事故種類

右頭頂骨陥没骨折、骨盤骨折、左顔面神経麻痺（術後（11月21日）より約３ヶ月の安静加療を要す。）被災程度（全治）

事故区分

労働災害

労働災害 点検補助員

平成25年10月31日 23時00分

改善策

・国道の横断暗渠点検にあたり、夜間交通規制を行い、進入口となる路側集水桝のｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞを開け点検を実
施することとしていた。
・現場責任者は、二人の補助作業員に暗渠点検前に集水桝のｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞを開けておくよう指示をしたが、グ
レーチング蓋ﾞが開きにくかったため、被災者は海側吐口から内部に進入しグレーチングﾞを内部から押し上げ
るようと、ロープ等の安全措置はせず海岸パラペットを乗り越えて約2ｍ下の暗渠突出部の上面に降り、暗渠
内部に進入しようとし、誤って約10ｍ下の海岸（岩場）に転落した模様。

事故状況図

・蓋開口に伴い不安全な行動をとった。
・溝渠点検に関する細部な作業計画書が提出されていない。
・新規入場者教育の実施がされていなかった。

・作業着手前に作業手順のチェック（確認）を行う。
・作業内容に応じた新規入場者に対する安全教育の実施の指導を行う。

・臨時の安全会議を開催し、類似業務における再発防止に向けた注意喚起を行うとともに、点検細部計画書
の提出、また作業前に作業手順の確認をする様に指導した。

類似工事（他工事）へ活用で
きる対策等

改善策等

事故原因等

作業内容、現場内容に応じた左記の作業手順書を作成し、
ＫＹ活動時に確認、署名を行う。



発生日時 事故当事者 １次下請け

年齢性別 ３５歳男性 職種

事故状況図

改善策

事故概要

事故種類

本工事型枠工：左環指末節骨開放骨折、左環指挫滅創　全治3ヶ月　（休業7日）被災程度（全治）

事故区分

労働災害

労働災害 型枠工

平成25年10月25日 11時00分

PC片持ち箱桁製作工の6BL緊張完了後
　移動作業車移動準備のため移動作業車側面足場部において、型枠解体作業を実施していたが、型枠とコンク
リートが離れなかった為、無理やり剥がそうとしていたところ、型枠が外れたはずみで体勢が崩れた際、さしのべ
た手がやや遅れて落下してきた梁材とアンカープレートの間に挟まり被災した。

・型枠が外れなかった場合の作業手順は存在したが守られていなかった。
・声の掛け合いが不足し、作業者間の意思疎通が曖昧になり被災者の自己判断による作業に繋がった。

・作業手順の再周知
・作業手順の改善  (作業手順書に明確に記載する)
・作業員・監視員の人員配置計画
　
　作業手順に声の掛け合いの詳細を加えると共に、型枠が外れ無い事を前提とした解体手順を全当該作業に用
いる事に作業手順を改善し、手順周知のため現場にて実習を行い 徹底と再周知を図った。
　元請け職員の立ち会いもと作業を行い、手順の遵守状況や作業に異常がないかの監視を徹底する。

・臨時の安全協議会を開催し、類似工事における再発防止に向けた注意喚起を行った。
・主任監督員を通じて事故事例を情報提供し、再発防止の指導徹底を行った。

類似工事（他工事）へ活用でき
る対策等

改善策等

事故原因等

作業手順の改善 現場での実施訓練

①－１ 　上部レバーブロックを張る。 B→C 上部側、張る
　（軽く閉まる程度） C→B OK

B→C 上部側、張った

①－２ 　上部のナットを緩める B→C ナットを緩める
C→B OK
B→C ナットを緩めた

①－３ 　張出用レバーブロックを張る。 C→B 張出用、張る
　（軽く閉まる程度） B→C OK

C→B 張出用、張った

①－４ 　ハンチ部用レバーブロックを張る。 C→B ハンチ部用、張る
　（軽く閉まる程度） B→C OK

C→B ハンチ部用、張った

①－５ 　張出用レバーブロックを増し締めする。 C→B 張出用、増し締めする
　（２～３回） B→C OK

①－６ 　ハンチ部用レバーブロックを増し締めする。 C→B 　ハンチ部用、増し締めする
　（２～３回） B→C OK

①－７ 　上側レバーブロックを緩める。 B→C 上部側、緩める
　（２～３回） C→B OK

　　型枠降下　→　外れて降下する　・・・　O.K. C→B 降りたよ
　　　　　　　　　→　外れない　　　　　・・・　× C→B 外れない、もう一度繰り返し

①－８ 　外れない場合は、①－５～①－７を
外れるまで繰り返す。

③手順の詳細 誰が 合図方法

① ②



事故種類 労働災害 発生日時 事故当事者 一次下請け

事故区分 労働災害 年齢性別 ３６歳男性 職種

被災程度（全治）

事故概要

事故原因等

改善策等

類似工事（他工
事）へ活用でき
る対策等

平成25年10月21日10時頃

ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞのｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

左腓骨骨折、右恥骨骨折（全治約１ヶ月）

１．作業手順書及びハンドガイド操作要領の作成、作業員への周知徹底。
２．緊急安全訓練の開催
３．施工計画書の見直し
４．安全巡視の強化（巡視時のチェック項目の見直し、追加）
５．社内安全パトロールの強化（月１回→月２回へ増）
６．元請・下請間の緊急連絡体制の周知徹底
　　※下請から元請への連絡がなされずに事故発見ができなかったため。

１．ハンドガイドの安全装置を正しく使用しなかったため、ハンドガイドからオペレーターが転落
　　後も、エンジンが停止せずハンドガイドの下敷きとなった。
２．ハンドガイドを後進させながら方向転換する際に、オペレーターの後方確認が不足したため
　　障害物（木杭）に衝突した。

１．ハンドガイドで堤防川裏の法尻部を上流から下流に向かって刈草作業を行っていた。
２．上流側に刈り残した部分があったため、方向転換しようとバックでターンしたところ、法尻に
　   あった木杭（高さ１ｍ程度）に臀部（でんぶ）がぶつかった。
３．臀部（でんぶ）がぶつかり　上体がのけ反ったため、体勢を立て直そうとしてハンドガイドの
　   操作レバーを引いてしまい、ハンドガイドがますますバックした。ハンドガイドがバックしたた
　   め、木杭が折れ、その拍子でハンドガイドのステップから地面に落下。
４．地面に落下し倒れているところにハンドガイドがゆっくり下がってきて、太ももの部分がハン
　   ドガイドのキャタの下敷きになった。

１．施工機械に装備されている安全装置の適正使用の徹底。（操作マニュアルの遵守）
２．施工機械操作時における周辺安全確認の徹底。

事故状況図

改善策

搭乗イメージ

社内会議開催状況

主な操作部

ハンドガイド操作講習状況

事故再発防止安全訓練（11/20）開催状況



発生日時 事故当事者 ２次下請け

年齢性別 42歳男性 職種

改善策

　トンネル内の路盤敷き均し作業において、被災者が路盤材を積んだダンプトラックをモーターグレーダの作
業範囲内に立ち入り誘導していたところ、被災者の後方から前進してきたモーターグレーダが右前輪で被災
者の右足を踏み、被災者は右足の指を脱臼した。

事故状況図

　被災者がモーターグレーダの作業範囲内に立ち入りダンプトラックを誘導した。

  １．ダンプトラックの誘導は、重機の作業範囲外で行うように作業手順書を修正する。
　２．ダンプトラックの誘導は、重機を停止させて行う。
  ３．重機が作業しているとき、誘導員は監査路に退避する。
  ４．重機は、誘導員の合図確認後に作業する。
　５．工事期間中は、九州支店安全環境課長を常駐し指導する。

・事故概要、改善対策を情報共有し、事務所管内の再発防止に向けて指導を徹底する。
類似工事（他工事）へ活用で
きる対策等

改善策等

事故原因等

※　ダンプ誘導は、重機の作業範囲外で行う。

事故概要

事故種類

右リスフラン関節脱臼骨折（３週間程度の安静加療）被災程度（全治）

事故区分

労働災害

労働災害 土工

平成25年10月29日 10時00分

改善前 改善後
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